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地域で生きる障害者を支える全通信
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NPO法人

「地域で生きる障害者を支える会」

住所:横浜市港北区下田町6-31・8

活動ホーム「しもだ』肉

TEL 045-562-3600 
FAX 045-562-5991 

地域福祉の現場に医療の充実を!

一ーメンバーの危機に直面して一一

晩秋の雨が、桜の紅葉した葉をすっかり落しました。路上の落ち葉を掃

きながら、美しく赤い葉を思わず手に取ります。季節の移ろいは、特に秋、

ちょっとそこはかとなく寂しさもありますが、嬉々として“ハッパ"や“ドングリ"を

握り締める幼子たちの姿は、一層愛らしく感じます。

* * 本

先日グループホームの事務局会議に、これまでしばらく入院していた入居者のF君が

お母様と一緒に来られました。 2時間程ながら、グループホームへのご帰館です。

退院直後の事でびっくりしましたが、これまで心配していた私たちには、何よりの朗報。

実際に会うことで、何かほっとし、これからの支援についても具体的なイメージが出

来るような感じがしました。

F君は、今年の 5月「ちょっと 様子が違う.. . Jという職員の判断で急逮横浜療育医

療センターへ向かい受診。そのまま肺炎で 2度目の入院となりました。

前回の入院も、持ち前の強い生命力で快復し、酸素は手放せなくなりましたが、グルー

プホームでの生活から活動ホームしもだのデイサーピスに通所しているところでした。

今回は、入院中に菌感染もあって一時重篤な状態もありましたが、胃痩(いろう)手

術(直接栄養を胃に入れるため)も成功し、退院予定を目前に熱が出て数日退院が延び

るなど心配もされましたが、無事退院できることとなり、目下自宅療養です。

これからは、酸素のほか一日 1時間ずつ人工呼吸器をつけたり、食事の注入など、ど

うしても医療行為が伴うため、どのようにしたら、はやく以前の生活に復帰していける

のか、医療の場との連携もしつつ、グループホームやデイサービスのスタッフ、支援セ

ンターのコーディネーターなどがー緒に話す機会を持ち、前向きに検討しています。

退院した後の、あのF君独特のごきげんな顔が、逆に私たちを励ましてくれました。

しかし、看護に当たるご家族の大変な事は、いうまでもありません。ご自分の健康にも

気をつけてねと、いまは智で祈るばかりです。

これからは、他のメンバーたちも加齢に伴い、体調に変化が出てくる事でしょう。

重度障害者が地域で生活をするためには、活動ホームやグループホームへの医療の確か

な配慮が欠かせません。私たち応援団も、いよいよE念場を迎える事になります。
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リビングコンサート

三上文子

ζ 議 酬のある日一恥てリビングコンサーった集

いをもちました。

地域での活動に関われない負い目を常に感じており、“何かをしなけ

れば"という単純な思いと、今年は人生最大の試練にも見舞われ、自らを奮い立たせ

る気持ちもあり、無謀な計画をたてました。

鬼婆と化しての門人の指導と、自らの練習の合聞には、生活のにおいのする物を収納

する作業から準備をはじめました。気軽に行ける、近いからなどと予想以上のお客様に、

床が抜ける心配をし、前夜は家の図面まで広げる様も笑い話でした。

壁面には、現代では見ることの無い美術品としての昔の挙.撃や様々な演奏形態の写

真を掲示、大原友子さんの書の額など、自宅でのコンサートならでの室礼も整えました。

演奏の合聞には、等の簡単な歴史や楽器の説明、そして、借越ながら障害者のお母様方

の身を粉にしてのご活動ぶりなど、私が目にし、ほんの少し知る範囲でのお話もさせて

頂き、「たわわ」の~めがねの声~に記載されておりました災害時の情報や地域で生きる

障害者を支える会の記念誌なども回覧いたしました。町会の中でもその存在が知られる

ようになり、お世話になっています。

階下のグループホームについてもふれ、一方的に手を差し伸べるだけではなく、障害

者の方々の声に耳を傾ける機会も欲しいと感じている事など..0  (そしてく募金>へと

つなげてしまいました。)

演奏後は差し入れの、手づくり菓子類を召し上がっていただき、狭い窒内に得も言え

ぬ温かい雰囲気を皆様が作ってくださり、至福のひとときでした。(賛助会員)

*三上様、コンサート参加の皆様より当会にご寄付をいただきました。ありがとうご

ざいました。お心が充分生かされますよう、大切に使わせていただきます。*

|ご入会 ご継続 ありがとうございます|

《賛助会員》 吉原ふさ子 直井真喜子 渡辺るり子 <敬称略>

ごの一冊奄 I r~'If号シマ-'1A跡幸福移固を作るごとに成功し厄ぬか
どろしZ日本芝陣人が大切にS机るシステゐをつ〈事1.~いぬかJ

ケンジ・ステファン・スズキ著 〈合同出版>

まさに題名そのものの内容ですが、資源の少ない寒冷な地で、 60%にも及ぶ税金を

当然のこととして出し合い、豊かな国(最高の社会保障制度、教育、医療は国が負担等)

を築く国民の努力と、誇りを感じさせられます。ちょっとうらやましいかも... 
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めがねの声

・私にとっての 災害の訓練は .. .。

今年の1

今年の 11 今年の 月には、 3回も防災訓練に出ました。

そのうち 2回は、港北区セーフテイ}ネットの人たちゃ 災害ボランティアの人

たちと参加した 広域の地域拠点の訓練で港北小学校と 大曽根小学校です。

* * * 
ょっぱホームのみんなも港北小に参加する予定でしたが、朝から雨で とても寒

いのでやめることになりました。私は 自分の地域なので 参加しました。青いカ

ッパを着て石のようになって話を聴いていました。いろいろな知り合いの方が 寒

くないかと 気をつかって下さいました。小さい頃から知っている 八百屋さんの

おばさんが、発電機に挑戦していました。ワイヤーを強く引いて動かすのです。何

度も 何度もやって やっとドドドドッとかかりました。おばさんは もう 75歳

を過ぎると思います。みんな拍手をしました。

参加する男の人たちが少なくて 災害のときは 力が要るのに、困るのではない

かと思います。

次の日は 大曽根小にいきました。港北小とは別の訓練をいろいろ見ました。倉

庫の中には、人を助ける道具や食料や オムツからノートまでたくさんの品物が

整理されてありました。大きな炊飯器もありました。私は 初めて煙のトンネルを

体験しました。真っ白な煙で何も見えません。ボランティアさんが草イスを押して

くれていましたが、とてもとわかったです。

もう 1回は、実家のある篠原台町の人たちと近所の公園でおこなわれました。

近いので 私は電動車イスで行きました。道路のマンホールから放水する 消火訓

練をみました。牛乳パックでお湯を沸かし、おにぎりを作って、家の近いグループ

ごとに 地面に青いシートを敷いた上に座って 交流しながら食べました。

公園は 最近新しくなって 入り口に自転車などが入れないようにしたガードが

Sの字にまげであります。電動椅子で通るのは 何度もきりなおして とても大変

でした。皆一緒にのぞき込んで、「とりや駄目だJrあー 上手に通れたねJrでも

これじゃ駄目だ!Jと消防の人たちも一緒に怒ってくれていました。

* * * 
どこでも知っている人たちに会うと『元気?~とか今どうしているのとか 声

をかけて下さいました。それを見て 知らない人たちも芦をかけてくれます。 牛

乳パックに新聞紙をつめて マキの作り方などを教えてくれたりしました。

訓練といっても 私には 何も出来ないけれど 私なりに覚える事はできます

し「障害者も居るのよ」ということを 皆の考えに入れておいてほしいので そん

な役目もあるのかなと思います。

これからも 近所を歩く事が大切だとおもいました。

大原友子



 - 4 -

!?

(^o^;)

(*^ ^*)


